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●スポーツ動作生成のしくみを解き明かす ●動きや用具の改善方法を探る

●スポーツ用具をどのように扱っているか明らかにする

因果関係に基づく分析、少ないデータ数での機能抽出、関節や筋の機能の定量化
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身体を，多くの節が関節によって繋がった多体系としてモ

デル化しますと，この多体系の運動方程式は，関節トルク

（あるいは筋張力）を系の入力，動作を系の出力とする入

出力間の因果関係を表しています．そこで，この運動方程

式を利用して，評価したい物理量（ランニング中の推進力，

跳躍動作の鉛直速度など）がどの関節トルクによって，あ

るいはどの筋張力によって，どのように生成されているか

を定量化できるようになります．

テニスサーブ，野球打撃動作，投球動作，ゴルフスウィン

グなど，高速なスウィング動作では，多体系の力学的な特

徴である遠心力やコリオリ力といった項が，そのスピード

生成に大きく貢献します．そこで，系の運動方程式を利用

した漸化式を導出することによって，これら遠心力および

コリオリ力の生成要因を定量化して，関節トルクの累積的

（間接的）な効果を明らかにしています．野球打撃動作，

ゴルフスウィング，陸上棒高跳びなどの種目では，両手に

よって用具を扱います．このような場合，画像情報によっ

て動作を観察するだけでは，選手が左右の各手によって用

具にどのような力を作用させているかわかりません．これ

は閉ループ問題と言われています．そこで，ひずみゲージ

を利用したセンサーグリップハンドルを開発して，各種目

での閉ループ問題を解決しています．


